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奄
美
・
琉
球
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
準

備
作
業
の
一
環
と
し
て
、
島
内
に
生
息
す
る
希
少
動

植
物
の
保
護
活
動
を
国
と
県
、
町
が
連
携
し
て
進
め

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
と
外
来
種

対
策
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

間
は
小
さ
な
生
物
の
隠
れ
場
所
と

な
り
、
そ
れ
ら
を
捕
食
す
る
大
型

動
物
も
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
さ
ら

に
礁
池
の
内
外
に
は
多
様
な
環
境

が
作
ら
れ
、
多
種
の
生
物
が
生
息

す
る
た
め
、
サ
ン
ゴ
礁
は
生
物
多

様
性
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
場
所

と
い
え
ま
す
。

●
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全

上
記
の
よ
う
に
、
サ
ン
ゴ
礁
は

私
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
場
所
で

す
が
、
人
的
な
要
因
や
自
然
環
境

の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
被
害
を
受

け
て
い
ま
す
。

○
ゴ
ミ
の
廃
棄
や
土
砂
の
流
出
に

よ
り
、
直
接
サ
ン
ゴ
礁
が
破
壊

さ
れ
、
海
水
が
濁
る
こ
と
で
海

中
に
日
光
が
届
か
な
く
な
り
、

サ
ン
ゴ
礁
が
衰
退
す
る
被
害
が

生
じ
て
い
ま
す
。

○
オ
ニ
ヒ
ト
デ
の
異
常
発
生
に
よ

る
サ
ン
ゴ
の
食
害
は
、
今
で
も

続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
異
常

発
生
の
原
因
が
解
明
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
対
策
と
し
て
駆
除

作
業
に
継
続
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。

○
近
年
で
は
、
海
水
の
温
度
上
昇

に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
白
化
現
象
も

大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

奄
美
群
島
の
市
町
村
は
、
平
成

16
年
に
「
奄
美
群
島
サ
ン
ゴ
礁
保

全
対
策
協
議
会
」
を
設
立
し
、
オ

ニ
ヒ
ト
デ
の
駆
除
や
サ
ン
ゴ
の
生

育
状
況
の
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
歩
み

第
５
回

駆除されるオニヒトデ

白化したサンゴ

サ
ン
ゴ
礁
の
特
徴
と

保
全
対
策
に
つ
い
て

●
サ
ン
ゴ
礁
と
は
？

サ
ン
ゴ
礁
は
、
ミ
ド
リ
イ
シ
、

ノ
ウ
サ
ン
ゴ
、
キ
ク
メ
イ
シ
な
ど

数
多
く
の
サ
ン
ゴ
で
形
成
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
は
直
径
１
cm
足
ら
ず

の
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
に
似
た
小
さ

な
ポ
リ
プ
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て

群
体
を
な
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類

に
よ
っ
て
独
自
の
骨
格
を
形
成
し

ま
す
。

サ
ン
ゴ
の
ポ
リ
プ
は
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
を
捕
食
す
る
一
方
で
、
体
内

に
光
合
成
を
行
う
褐
虫
藻
を
共
生

さ
せ
、
そ
の
栄
養
分
を
も
ら
い
な

が
ら
成
長
し
ま
す
。
ポ
リ
プ
は
分

裂
し
て
増
え
、
海
水
中
の
二
酸
化

炭
素
や
カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
り
こ

み
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
主
成
分

と
し
た
骨
格
を
つ
く
る
た
め
、
サ

ン
ゴ
の
下
に
は
厚
い
石
灰
岩
の
層

が
で
き
、
成
長
し
な
が
ら
サ
ン
ゴ

礁
を
作
り
上
げ
て
行
き
ま
す
。

●
サ
ン
ゴ
礁
の
環
境
と
生
物

サ
ン
ゴ
に
囲
ま
れ
た
礁
池
や
礁

湖
は
、
外
礁
が
天
然
の
防
波
堤
と

な
っ
て
く
れ
る
た
め
、
波
も
穏
や

か
に
な
り
ま
す
。
サ
ン
ゴ
の
す
き

畦プリンスビーチのリーフ内に広がるサンゴ礁
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ま
た
、
畑
総
地
帯
の
沈
砂
池
等
に
増
加

し
て
い
る
の
が
、
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
で
す
。

一
見
す
る
と
、
紫
が
か
っ
た
花
が
彩
り
を

加
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
池
の

水
温
低
下
や
水
質
の
悪
化
を
招
く
な
ど
の

問
題
を
起
こ
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
外
来
種
は
、
伐
採
し
て
も
根

が
残
れ
ば
再
生
し
、
繁
殖
力
が
旺
盛
な
た

め
、
完
全
に
駆
除
す
る
に
は
根
ご
と
除
去

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
注
）
外
来
生
物
法
：
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生

態
系
、
人
の
生
命
・
身
体
、
農
林
水
産
業
へ
の

被
害
を
防
止
し
、
生
物
の
多
様
性
の
確
保
、
人

の
生
命
・
身
体
の
保
護
、
農
林
水
産
業
の
健
全

な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
国
民
生

活
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
律
。

【
写
真
】

上
：
外
来
種
・
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

中
：
外
来
種
・
ア
メ
リ
カ
ハ
マ
グ
ル
マ

下
：
外
来
種
・
ホ
テ
イ
ア
オ
イ

住
民
に
は
、「
す
り
鉢
山
」
や
「
ビ
ン

ダ
レ
山
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
る
宮ミ
ヤ

城
グ
ス
ク

山ヤ
マ

の
山
頂
に
ご
神
体
を
祭
っ
て
い
る
の
が
、

菅
原
神
社
で
す
。

徳
之
島
で
は
、
石
を
神
の
化
身
や
使
い

と
し
て
崇
拝
す
る
石イ
シ

神ガ
ミ

信シ
ン

仰コ
ウ

が
古
く
か
ら

根
付
い
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
３
年
の
廃

仏
毀
釈
運
動
に
よ
り
、
島
内
の
石
神
信
仰

場
所
も
神
社
へ
姿
を
変
え
て
行
き
ま
し
た
。

宮
城
山
に
は
花
徳
の
林
貞
起
氏
が
、
学

問
の
神
様
・
菅
原
道
真
公
の
神
霊
を
勧
請

し
た
石
像
を
寄
進
し
、
菅
原
神
社
と
称
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
も
地
元
住
民
が
氏
神
と
し
て
春
秋

の
彼
岸
に
祭
り
、
境
内
や
登
山
道
を
整
備

す
る
ほ
か
、
受
験
生
が
高
校
や
大
学
な
ど

の
合
格
祈
願
の
参
拝
に
訪
れ
て

い
ま
す
。

花
徳
地
区
伝
統
の
豊
年
祭
り

で
豊
年
を
祈
願
し
、
集
落
の
氏

神
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
の

が
、
花
徳
神
社
で
す
。
平
成
７

年
に
地
元
住
民
の
寄
進
な
ど
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
新
し
い
神

社
で
、
集
落
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

記
録
に
よ
る
と
、
明
治
８
年

に
鹿
児
島
県
の
徳
之
島
支
庁
長

か
ら
、
島
内
毒
蛇
被
害
消
滅
祈
願
所
と
し

て
、
鹿
児
島
市
の
荒
田
八
幡
宮
の
神
霊
を

勧
請
し
、
花
徳
に
神
社
を
建
立
す
る
よ
う

に
命
じ
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
地
元
住
民

の
反
対
な
ど
に
よ
り
、
井
之
川
に
建
て
る

事
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

毒
蛇
と
は
ハ
ブ
の
事
で
あ
り
、
当
時
か

ら
被
害
対
策
が
課
題
で
し
た
。
そ
の
よ
う

な
自
然
環
境
と
も
闘
い
な
が
ら
、
万
田
川

沿
い
や
当
田
川
の
水
を
引
い
て
先
人
た
ち

は
大
水
田
を
作
り
、
花
徳
集
落
に
島
内
一

の
農
地
を
形
成
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
に
代
わ

り
ま
し
た
が
、
住
民
一
体
の
豊
年
祭
り
と

共
に
、
徳
之
島
農
業
を
支
え
る
一
帯
と
い

う
位
置
付
け
は
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

町
内
史
跡
巡
り　

第
５
回
＝
花
徳
集
落
＝

〔花徳集落の町指定文化財〕
トンダフ（お祝いの際に料理を盛る器）一式
【お問い合わせ先】
町郷土資料館
☎ 82―２９０８

厳かに鎮座する菅原道真公の石造と神石

外
来
種
対
策
に
つ
い
て

奄
美
諸
島
で
は
、
外
来
生
物
法
（
注
）

に
基
づ
く
特
定
外
来
生
物
が
侵
入
し
、
徳

之
島
本
来
の
生
態
系
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。
特
に
次
の
３
種
類
の
外
来
種

は
、
島
内
で
も
勢
力
を
拡
大
し
て
お
り
、

身
の
回
り
で
見
ら
れ
た
場
合
は
、
生
息
域

が
広
が
ら
な
い
よ
う
駆
除
に
ご
協
力
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
北
米
原
産
の

多
年
草
で
、
高
さ
30
～
70
㎝
ほ
ど
に
な
り

ま
す
。
一
度
定
着
す
る
と
、
在
来
の
野
草

を
駆
逐
し
、
辺
り
の
景
観
を
一
変
さ
せ
て

し
ま
い
ま
す
。

海
岸
線
で
は
、
ア
メ
リ
カ
ハ
マ
グ
ル
マ
が

増
え
て
い
ま
す
。
南
米
北
部
原
産
の
多
年
草

で
、
つ
る
状
に
根
を
出
し
て
伸
び
、
長
さ
３

～
５
m
に
な
り
ま
す
。
繁
茂
す
る
と
在
来
の

植
物
を
被
覆
し
て
し
ま
い
、
生
育
で
き
な
く

な
る
な
ど
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。
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爽やかな酸味と香りの

お問合せ先：ヘルシーアイランド
美農里（みのり）館

住所：〒 891―7111　徳之島町徳和瀬 615―1
電話番号：0997―83―4111
Email：chiikiei@tokunoshima-town.org
徳之島町地域営業課公式 facebook ページでも随時、
美農里館の情報を発信しています。
http://www.facebook.com/chiikiei . tokunoshima

ヘルシーアイランドみのり館の新商品が販売開始と
なりました！
徳之島に昔から自生している山みかん、シークニン
のジュースです。
残暑が厳しい季節にぴったりです。
運動会シーズンの水分補給にぜひ、
お試しください。

新発売

みのり館

レシピ公開

み
の
り
館
開
発
商
品
の
ジ
ャ
ム
を
二
種
類
、
レ
シ
ピ
公
開
し
ま
す
。
旬
の

特
産
品
を
お
い
し
く
頂
け
る
よ
う
な
レ
シ
ピ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
も
、

ご
家
庭
の
味
の
参
考
に
、
お
試
し
下
さ
い
。

他
の
商
品
レ
シ
ピ
に
つ
い
て
も
、
今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
公
開
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

人参ジャム

材料
人参（皮をむいたもの）
水
グラニュー糖
シークニン果汁
ペクチン（ゲル化剤）
合計

作業手順
①皮をむいた人参の半分を茹でた後すり潰す
②残り半分の人参を短冊切りにした後茹でる
（①・②ともアク取りを十分にしてください）
③すり潰した人参・短冊切りにした人参・シー
クニン果汁・グラニュー糖を混ぜて鍋にう
つし煮詰める
④糖度が約 40度になるまで煮詰めたら瓶に
詰めて、蓋を閉め逆さまにおいて（蓋の裏
側の殺菌のため）粗熱をとれば完成

タンカン＆パッションフルーツ
マーマレード

作業手順
①ピーラーで皮をむく
②皮をゆでる（10分程度）
③お湯を切り水分を十分にとる
④タンカン果肉の薄皮と種を取り除く
⑤ツブツブ感を残すために軽くミキサーにかける
⑥あらかじめ種を取り除いたパッション果汁
とタンカン果肉・グラニュー糖・ペクチン・
タンカン皮をまぜて、鍋にうつし煮詰める
⑦糖度を約 55 度になるまで煮詰めたら瓶に
詰めて、蓋を閉め逆さまにおいて（蓋の裏
側の殺菌のため）粗熱をとれば完成

材料
タンカン果肉（種なし）
パッション果汁（種なし）
グラニュー糖
ペクチン（ゲル化剤）
タンカン皮
合計

シークニンジュース
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まちの話題 ●● ●

徳
之
島
町
亀
津
の
高
千
穂
神
社
六
月
灯

と
亀
津
中
央
通
り
会
の
夏
祭
り
が
７
月
19

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
歩
行
者
天
国
に

な
っ
た
同
通
り
で
は
、
多
く
の
住
民
が
出

店
で
の
買
い
物
や
舞
台
で
披
露
さ
れ
る
演

芸
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

祭
り
は
、
幼
稚
園
児
や
保
育
園
児
が
担

ぐ
み
こ
し
の
パ
レ
ー
ド
で
開
幕
。「
御
神

体
お
迎
え
の
儀
」
で
は
、
蔵
越
エ
イ
サ
ー

隊
を
先
頭
に
、
高
千
穂
神
社
の
宮
司
と
巫

女
が
白
装
束
で
練
り
歩
き
、
通
り
は
厳
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

徳
之
島
町
山
集
落
の
港
川
地
区
（
69
戸
・

１
５
４
名
）
で
７
月
13
日
、
昔
な
が
ら
の

追
い
込
み
漁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
区
内

外
か
ら
約
70
名
が
参
加
。
伝
統
漁
法
で
捕

れ
た
新
鮮
な
魚
を
調
理
し
、
懇
親
会
で
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

漁
は
約
40
年
ほ
ど
前
に
住
民
有
志
が
始

め
、
地
区
全
体
で
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
、

毎
年
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
午

前
７
時
に
山
公
民
館
へ
集
合
。
漁
や
魚
の

運
搬
、
う
ろ
こ
を
落
と
し
た
り
す
る
下
処

理
な
ど
の
役
割
分
担
を
決
め
ま
し
た
。

漁
場
に
は
小
中
学
生
を
含
む
約
30
人
が

向
か
い
、
集
落
沖
合
の
海
岸
を
移
動
し
な

が
ら
ポ
イ
ン
ト
を
決
め
、
リ
ー
フ
の
先
に

仕
掛
け
た
網
に
魚
を
追
い
込
ん
で
行
き
ま

し
た
。
７
～
８
回
繰
り
返
す
と
、ク
ー
ラ
ー

ボ
ッ
ク
ス
は
ブ
ダ
イ
や
ア
オ
ダ
イ
な
ど

様
々
な
魚
で
満
杯
に
な
り
ま
し
た
。

山集落の港川地区
伝統漁法で親睦深める

町
健
康
の
森
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
７
月
20
日
、「
か
け
っ
こ
教
室
」（
町

教
育
委
員
会
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

町
内
の
小
学
生
40
名
と
保
護
者
ら
が
参

加
。
準
備
運
働
を
入
念
に
行
い
短
距
離
走

の
タ
イ
ム
を
計
測
し
、
早
く
走
る
た
め
の

コ
ツ
を
学
び
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
に
生
か
し
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
大

き
く
動
か
す
方
法
を
教
わ
り
、
50
メ
ー
ト

ル
走
に
挑
戦
。
ス
タ
ー
ト
の
構
え
方
や
姿

勢
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

かけっこ教室
教
室
に
参
加
し
た　

林　

礼
門
さ
ん

一
期
さ
ん

「
本
格
的
な
ア
ッ
プ
の

動
き
や
ス
タ
ー
ト
の
方

法
を
教
え
て
も
ら
え
た
。

続
け
た
ら
、
速
く
な
れ

そ
う
」と
運
動
会
や
サ
ッ

カ
ー
な
ど
で
結
果
に
期

待
し
て
い
ま
し
た
。

高千穂神社六月灯・中央通り会夏祭り
夏の始まりを厳かに

蔵
越
エ
イ
サ
ー
隊　

若
水　

梓
さ
ん（中

央
）

「
ご
神
体
の
先
頭
に

立
つ
の
は
初
め
て
で
恥

ず
か
し
か
っ
た
け
れ

ど
、
や
り
甲
斐
が
あ
っ

た
」
夏
の
始
ま
り
を
告

げ
る
六
月
灯
を
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

町
総
合
運
動
公
園
内
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル

で
７
月
20
日
、
プ
ー
ル
開
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
プ
ー
ル
が
無
料
開
放
。
琉
球

太
鼓
や
ダ
ン
ス
な
ど
の
舞
台
芸
能
、
ス
イ

カ
割
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
来
場
し
た
約

２
１
０
名
の
親
子
連
れ
は
プ
ー
ル
の
冷
た

い
水
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

レジャープールオープン
涼を楽しむ子ども達

ス
イ
カ
割
り
を
見
事
成
功
さ
せ
た　

福
田　

泉
美
ち
ゃ
ん

円
香
さ
ん

お
手
伝
い
を
沢
山
し

た
ご
褒
美
で
訪
れ
た
姉

妹
。「
プ
ー
ル
で
お
父

さ
ん
が
一
緒
に
遊
ん
で

く
れ
て
う
れ
し
い
」
と

涼
や
か
な
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

早く走るコツ学ぶ
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町
相
撲
場
で
７
月
27
日
、
第
41
回
大
島

地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
歓
大
会

相
撲
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
島
地

区
内
か
ら
５
団
体
約
50
名
が
出
場
し
、
日

頃
の
稽
古
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
選
手
た
ち
は
、
体
格

の
違
い
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、
ス
ピ
ー
ド

や
技
術
、
試
合
運
び
や
駆
け
引
き
な
ど
、

各
自
の
持
ち
味
を
活
か
し
て
取
り
組
み
に

挑
み
ま
し
た
。
小
さ
な
力
士
た
ち
の
気
迫

溢
れ
る
取
り
組
み
に
、
会
場
か
ら
大
き
な

歓
声
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

交歓大会相撲競技
自分の持ち味を活かして奮闘

六
年
生
個
人
の
部
で
優
勝白松　

俊
亮
さ
ん

ス
ピ
ー
ド
で
圧
倒
し

な
が
ら
も
相
手
を
思
い

や
っ
た
取
り
組
み
を
す

る
白
松
く
ん
。「
今
後

の
大
会
も
、
い
い
結
果

を
残
し
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

町
総
合
運
動
公
園
内
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル

で
７
月
24
日
、
町
小
学
校
水
泳
記
録
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
各
学
校
の
４
年
生
か
ら

６
年
生
の
児
童
が
出
場
し
、
新
た
な
記
録

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
ピ
ス
ト
ル
の
合
図
で
水
し

ぶ
き
を
上
げ
な
が
ら
元
気
よ
く
ス
タ
ー
ト

し
、
真
剣
に
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。
当
日

は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
日
除
け
の
テ
ン
ト
内

で
出
場
を
待
つ
児
童
た
ち
や
出
場
者
家
族

の
声
援
が
プ
ー
ル
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し

た
。

町小学校水泳記録会
記録に挑戦！４

年
生
女
子
25
ｍ
平
泳
ぎ
と

バ
タ
フ
ラ
イ
で
新
記
録

東　

那
央
さ
ん

「
こ
れ
か
ら
も
色
々

な
種
目
で
記
録
を
更
新

し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
、
夏
休
み
中
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
練
習
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
７
月
20
日
、

第
18
回
地
域
女
性
連
芸
能
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
や
カ
ラ
オ
ケ
、
日
本

舞
踊
な
ど
、
各
地
区
が
趣
向
を
凝
ら
し
た

出
し
物
を
披
露
し
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し

た
。大

会
は
、
東
区
の
「
古
着
リ
メ
イ
ク

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
で
開
幕
。
リ
メ

イ
ク
さ
れ
た
素
敵
な
洋
服
や
モ
デ
ル
の
よ

う
に
ポ
ー
ズ
を
と
る
会
員
の
姿
に
観
客
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

町地女連芸能大会
歌って踊って深まる絆

応
援
に
駆
け
付
け
た
中
熊　

宣
夫
さ
ん

「
私
た
ち
の
住
む
東

区
の
女
性
連
は
地
域
に

と
っ
て
意
義
の
あ
る
活

動
を
し
て
い
る
。
皆
さ

ん
と
て
も
輝
い
て
い
ま

し
た
」
古
着
リ
メ
イ
ク

講
師
の
奥
さ
ん
や
東
区

地
域
を
誇
ら
し
げ
に
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
和
室
で
７
月
26

日
、
親
子
読
書
講
座
「
絵
本
が
結
ぶ
家
族

の
絆
」（
町
立
図
書
館
主
催
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
す
ず
ら
ん
文
庫
主
宰
の
渡
辺

順
子
先
生
が
、
子
ど
も
の
成
長
過
程
に
お

け
る
触
れ
合
い
の
重
要
性
に
つ
い
て
講
演

し
、
教
育
関
係
者
や
保
護
者
な
ど
約
30
名

が
熱
心
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

講
座
で
渡
辺
先
生
は
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
通
し
豊
か
な
心
を
育
む
子
ど
も
と

の
か
か
わ
り
方
を
紹
介
し
ま
し
た
。

町立図書館親子読書講座
絵本が結ぶ家族の絆

参
加
者　
　

東　

教
子
さ
ん
（
尾
母
）

保
育
園
や
小
中
学
校

で
子
ど
も
た
ち
に
関

わ
っ
て
い
る
東
さ
ん
。

「
０
才
児
か
ら
中
学
生
ま

で
し
っ
か
り
目
を
見
て

正
し
い
言
葉
で
声
掛
け

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
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町
立
図
書
館
主
催
の
「
七
夕
ま
つ
り
」

が
８
月
６
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
夏
休
み
こ
ど

も
講
座
を
受
講
中
の
小
学
生
と
亀
徳
保
育

園
児
を
含
む
、
幼
児
と
児
童
約
１
０
０
名

が
参
加
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ

歌
遊
び
を
楽
し
み
、
願
い
を
込
め
て
七
夕

飾
り
を
作
り
ま
し
た
。

七
夕
飾
り
は
、
兄
弟
姉
妹
や
友
達
同
士

が
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
思
い
思
い
の
飾
り

を
作
り
、
願
い
を
書
い
た
短
冊
を
結
び
つ

け
ま
し
た
。

町
議
会
議
事
堂
で
７
月
31
日
、
第
15
回

子
ど
も
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
立

小
中
学
校
か
ら
25
名
の
児
童
生
徒
が
出
席

し
、
各
学
校
が
提
出
し
た
議
案
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

各
学
校
か
ら
選
出
さ
れ
た
２
名
は
、
１

名
が
議
案
を
発
表
し
、
も
う
１
名
が
関
係

資
料
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
操
作
を
行
い
ま

し
た
。
児
童
生
徒
の
提
案
や
質
問
に
対
し

て
、
関
係
課
の
課
長
が
詳
し
く
答
弁
。
町

の
現
状
や
案
件
に
対
す
る
問
題
点
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。

第 15 回子ども議会
子どもたちが考える住みやすい町

難
し
い
言
葉
が
飛
び

交
う
中
、
と
て
も
緊
張

し
た
２
人
。「
し
っ
か

り
発
表
が
で
き
ま
し

た
」
と
満
足
し
た
発
表

が
で
き
た
よ
う
で
す
。

徳
之
島
町
役
場
前
駐
車
場
で
８
月
４

日
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
夏
植
え
推
進
出
発
式

（
町
糖
業
振
興
会
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し

た
。
生
産
農
家
や
関
係
団
体
な
ど
か
ら
約

１
０
０
人
が
参
加
。
目
標
を
達
成
し
、
増

産
を
計
ろ
う
と
気
勢
を
上
げ
ま
し
た
。

本
町
の
今
期
夏
植
え
目
標
面
積
は

１
７
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
度
重
な
る
台
風
の

襲
来
へ
の
懸
念
は
あ
る
も
の
の
、
降
雨
に

も
恵
ま
れ
今
期
生
産
量
は
19
万
ト
ン
台
の

確
保
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

サトウキビ夏植え推進出発式
生産量回復基調の継続を

南
西
糖
業
徳
之
島
事
業
本
部

岩
淵　

達
夫
本
部
長

「
生
産
面
積
の
回
復
が

大
き
な
ス
テ
ッ
プ
に
な

り
、
徳
之
島
経
済
の
好

循
環
に
も
結
び
つ
く
」

と
生
産
量
回
復
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

図書館七夕まつり
願いを込めて飾り付け

　

知
花　

ゆ
づ
き
さ
ん
（
右
後
）

み
く
さ
ん
（
左
後
）

「
飾
り
を
楽
し
く
作

れ
た
。
願
い
が
叶
う

と
う
れ
し
い
」
き
れ

い
に
飾
り
付
け
し
た

ゆ
づ
き
さ
ん
、
み
く

さ
ん
。
願
い
事
が
叶

う
と
良
い
で
す
ね
。

花
徳
里
久
浜
で
８
月
10
日
、「
ど
ん
ど

ん
祭
り
第
30
回
波
乗
り
祭
」（
徳
之
島
サ
ー

フ
ィ
ン
連
盟
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
人
か
ら
子
供
ま
で
46
名
が
競
技
に
参

加
。
日
頃
の
練
習
で
培
っ
た
実
力
を
披
露

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
台
風
11
号
の
影
響
で
里
久
浜

に
は
大
き
な
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
し

た
。
ビ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ
の
到
来
に
、
サ
ー

フ
ァ
ー
達
は
チ
ュ
ー
ブ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
な

ど
の
大
技
を
次
々
に
決
め
、
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。

サーフィン大会
台風が残したビックウェーブ

キ
ッ
ズ
部
門
で
優
勝　

嘉　

は
な
さ
ん

（
岡
前
小
４
年
生
）

「
波
が
大
き
く
少
し

怖
か
っ
た
け
ど
楽
し
め

た
。
次
は
ア
ッ
プ
ス
＆

ダ
ウ
ン
の
技
を
や
っ
て

み
た
い
」
会
場
の
観
客

に
頼
も
し
い
波
乗
り
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

尾
母
小
学
校
六
年
生
那
須
綾
乃
さ
ん

仲　

真
鈴
さ
ん
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に
経
過
し
た
）
月
分
で
あ
る
場

合
は
、「
若
年
者
納
付
猶
予
・

学
生
納
付
特
例
期
間
」
が
優
先

し
ま
す
。

・「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

が
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生

納
付
特
例
期
間
」
よ
り
先
に
通

過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、

ど
ち
ら
を
優
先
し
て
納
め
る
か

本
人
が
選
択
で
き
ま
す
。

・「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
期
間
」
の
中
で
は
、
先
に

経
過
し
た
月
分
か
ら
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

・「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

の
中
で
は
、
先
に
経
過
し
た
月

分
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

※
追
納
の
お
申
し
込
み
・
ご
相
談

は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お

願
い
し
ま
す
。

9/15
～

10/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
９
月
17
日
（
予
定
）　

13
時
～

年
金
相
談

（
東
区
公
民
館
）

■
９
月
18
日　

９
時
30
分
～

年
金
相
談

（
花
徳
支
所
会
議
室
）

■
９
月
20
日　

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
児
童
公
園
）

■
９
月
21
日　

運
動
会
及
び
体
育
祭

（
神
之
嶺
小
・
井
之
川
中
合
同
、　
　

山
小
・
山
中
合
同
、
尾
母
小
中
、　
　

手
々
小
中
、
東
天
城
中
学
校
）

■
９
月
22
日　

19
時
～

ア
キ
ム
チ
（
尾
母
）

（
尾
母
公
民
館
出
発
）

■
９
月
28
日

運
動
会

（
花
徳
小
、
母
間
小
、
亀
徳
小
、
亀
津
小
）

■
10
月
12
日町

民
運
動
会

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関

係
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

イベント

年
金
相
談
所
を
次
の
日
程
で
開

設
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

1.
開
設
日
時
・
会
場

①
日
時　

平
成
26
年
９
月
17
日

（
水
）
13
時
～
17
時
ま
で

会
場　

亀
津
東
区
会
館

②
日
時　

平
成
26
年
９
月
18
日

（
木
）
９
時
30
分
～
13
時

年金

会
場　

徳
之
島
町
役
場
花
徳
支

所
会
議
室

2.
相
談
内
容

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
船
員

保
険
等
の
年
金
制
度
全
般
に
関

す
る
こ
と

※
事
前
に
予
約
が
で
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

年
金
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受

け
ら
れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。国

民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付

期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合

は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ

り
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期

間
や
保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原

則
と
し
て
25
年
以
上
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て

い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま

で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

国
籍
を
持
つ
方
も
、
国
民
年
金
に

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

年金

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

町
住
民
生
活
課　

年
金
係

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
１
２
１
）

問

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免

除
）、
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生

納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全

額
納
め
た
方
と
比
べ
、
老
齢
基
礎

年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年

金
）
の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保

険
料
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
年

金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
古
い
月
分
か

ら
納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き

ま
す
。

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
３
年
度
目
以
降
の
追
納
の

場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定

の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

・
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

残
り
の
納
付
す
べ
き
保
険
料
が

納
付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
追
納

で
き
ま
せ
ん
。

・「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
期
間
」
が
「
法
定
免
除
・

申
請
免
除
期
間
」
よ
り
古
い
（
先

年金

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

免
除
期
間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ
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平
成
25
年
８
月
15
日
京
都
府

福
知
山
市
の
花
火
大
会
会
場
に

お
け
る
「
死
傷
者
が
多
数
発
生

し
た
火
災
事
故
」
を
き
っ
か
け

に
消
防
法
施
行
令
及
び
火
災
予

防
条
例
（
例
）
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
内
容
は
、
祭
り
・
行
事

等
の
催
し
会
場
に
お
け
る
火
気

器
具
取
扱
い
に
関
す
る
規
制
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
規
制
が
適
用
さ
れ
る

催
し
は
、「
一
定
の
社
会
的
広

が
り
を
有
す
る
催
し
」
に
限
ら

れ
、「
個
人
的
な
つ
な
が
り
に

留
ま
る
催
し
」
に
つ
い
て
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
集
落
及
び
自
治
会
等
で
行
う
夏
祭
り
、
盆
踊
り
等

・
町
民
体
育
祭
、
学
校
行
事
等
（
運
動
会
・
文
化
祭
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
行
事
）

・
福
祉
施
設
、病
院
、保
育
所
等
で
行
う
祭
り
、農
業
祭
・

展
示
会
等

・
近
親
者
が
集
ま
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

・
幼
稚
園
で
父
母
が
主
催
す
る
餅
つ
き
大
会

防災

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

祭
り
・
行
事
等
の
催
し
会
場
に
お
け
る
火
気
器
具
取
扱
い

①
露
店
等
開
設
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

②
火
気
器
具
を
使
用
す
る
時
は
、
消
火
器
の
準
備
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
防
火
担
当
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④
火
災
予
防
上
必
要
な
業
務
計
画
を
作
成
し
届
け
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
電
熱
器
具
等
の
調
理
用
器
具

・
ス
ト
ー
ブ
・
練
炭
・
火
鉢
等

・
照
明
及
び
電
源
用
に
用
い
る
可
搬
式
発
電
機

「
一
定
の
社
会
的
広
が
り
を
有
す
る
催
し
」
と
は
・
・
・

「
個
人
的
な
つ
な
が
り
に
留
ま
る
催
し
」
と
は
・
・
・

強
化
さ
れ
た
基
準
と
は
・
・
・

規
模
が
大
き
く
な
る
と
・
・
・

「
火
気
器
具
」
と
は
・
・
・

お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

最
寄
り
の
消
防
署
（
分
遣
所
）
ま
で

　
　

徳
之
島
地
区
消
防
組
合
本
部

本
署
☎
83
―
３
１
６
０

天
城
分
遣
所
☎
85
―
３
９
７
３

伊
仙
分
遣
所
☎
86
―
３
９
９
０

問

１
．
集
落
内
の
環
境
点
検
の
実
施

鳥
獣
の
え
さ
場
や
す
み
か
，
け
も
の
み
ち
な
ど
の
点
検

【
点
検
の
視
点
】

・
え
さ
場(

放
任
果
樹
，
野
菜
く
ず
等)

と
成
り
得
る
も
の
は
な
い
か

・
す
み
か
（
ヤ
ブ
，
け
も
の
み
ち
）
と
成
り
得
る
と
こ
ろ
は
な
い
か

２
．
無
意
識
の
餌
付
け
の
禁
止

・
放
任
果
樹
の
伐
採
，
落
下
果
樹
の
除
去

・
収
穫
残
渣
を
放
置
し
な
い

・
畦
畔
や
法
面
で
は
青
草
を
出
さ
な
い

３
．
人
慣
れ
を
さ
せ
な
い

・
道
具
や
犬
な
ど
を
使
っ
て
の
追
払
い

を
行
う

・
全
て
の
人
が
参
加
し
，
見
過
ご
さ
な
い

４
．
農
地
に
近
づ
け
さ
せ
な
い

・
集
落
内
の
す
み
か
や
隠
れ
場
を
な
く
す
（
耕
作
放
棄
地
，
茂
み
，

ヤ
ブ
の
解
消
）

・
集
落
内
の
見
通
し
を
良
く
す
る
（
緩
衝
帯
の
設
置
，
枝
打
ち
等
）

・
忌
避
剤
等
を
活
用

環境

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
餌
付
け
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

集
落
ぐ
る
み
で
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
取
り
組
み
！

被
害
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

町
農
林
水
産
課

☎
82
―
１
１
１
１

（
内
線
２
４
４
）

問

収穫残渣を放置しない 草払いによるヤブの解消
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「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
秋
募
集
が

10
月
１
日
（
水
）
か
ら
11
月
４
日

（
火
）
の
期
間
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
下
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
鹿
児
島

（
公
財
）
鹿
児
島
県
国
際
交
流
協
会

☎
０
９
９
―
２
２
１
―
６
６
２
４

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

秋
募
集
説
明
会

問募
集
期
間

■
新
卒
の
み

８
月
18
日（
月
）～
９
月
12
日（
金
）

■
一
般
・
新
卒

10
月
１
日（
水
）～
11
月
14
日（
金
）

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を

受
け
ら
れ
た
方
は
、
雇
用
保
険
の

延
長
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
・

訓
練
手
当
の
支
給
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
９
９
６
―
４
４
―
２
２
０
６

又
は
、
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で

平
成
2 7
年
度

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
訓
練
生
募
集

問

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
平
成
27
年
度
入
校
生
を
募
集

し
ま
す
。

１
．
訓
練
科
名　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク

ス
科
、
情
報
処
理
科

２
．
募
集
人
員　

各
科
20
名

３
．
訓
練
期
間　

各
科
２
年

４
．
応
募
資
格　

高
等
学
校
卒
業

（
見
込
者
を
含
む
）
若
し
く
は

同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
者

５
．
出
願
書
類　

入
校
願
書
（
写

真
添
付
）、
学
校
調
査
書
（
又

は
卒
業
証
明
書
）、

　

願
書
添
付
以
外
に
写
真
１
枚

（
縦
40
×
横
30
㎜
）

６
．
選
考
場
所　

県
立
姶
良
高
等

技
術
専
門
学
校

７
．
願
書
受
付
期
間　

平
成
26
年

９
月
１
日
（
月
）
～
平
成
27
年

３
月
６
日
（
金
）

８
．
第
１
回
締
切　

平
成
26
年
10

月
30
日
（
木
）（
消
印
有
効
）

９
．
第
１
回
選
考
日　

平
成
26
年

11
月
７
日
（
金
）

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
５
―
６
５
―
２
２
４
７

県
立
姶
良
高
等
技
術

専
門
校　

入
校
生
募
集

問

風水害・震災・火災などの災害に

よって住宅などの財産に損害を受け

た場合は、損害の程度に応じて県税

（個人事業税、自動車税、不動産取

得税、産業廃棄物税、個人県民税）

の減免や納期限の延長などの措置を

受けることができます。

これらの措置を受けるには、一定

の要件に当てはまり、申請書の提出

が必要となります。詳しくは、最寄

りの地域振興局などへお問い合わせ

ください。

鹿児島地域振興局課税課

☎ 099―805―7224、

7227、7221、7470

鹿児島地域振興局自動車税課

☎ 099―261―5611

大島支庁県税課　

☎ 0997―57―7229

災害を受けた方に対する
県税の減免などがあります
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オータムジャンボ宝くじが全国
の宝くじ売り場で発売されます。
この宝くじの収益金は、市町村の
明るいまちづくりや環境対策、高
齢化対策など地域住民の福祉向上
のために使われます。
■発売期間
9月 19日（金）～10月 10日（金）
■抽選日
10 月 17 日（金）
■当せん金
一等　3億 3000 万円× 13本
（発売総額390億円・13ユニットの場合）

前後賞各　3000 万円× 26本
（発売総額390億円・13ユニットの場合）

【
遺
言
や
各
種
契
約
書
は
公
正
証

書
で
作
成
し
ま
し
ょ
う
。】

遺
産
騒
動
を
め
ぐ
る
争
い
や
金

銭
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
遺
言
や
養
育
費
の
支

払
、
金
銭
消
費
貸
借
、
土
地
・
建

物
の
賃
貸
借
契
約
な
ど
、
遺
言
や

大
切
な
各
種
契
約
を
、
公
正
証
書

で
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ら
の
紛
争
を
未
然
に
防
止
し
、

あ
な
た
の
財
産
や
権
利
を
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

名
瀬
公
証
人
役
場
で
は
、
上
記

公
証
週
間
の
平
日
（
月
曜
か
ら
金

曜
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
相
談
時

間
を
延
長
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
。

当
役
場
で
の
相
談
を
希
望
す
る

方
は
、
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
電
話
で
の
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

名
瀬
公
証
人
役
場

奄
美
市
幸
町
12
番
22
号

☎
52
―
２
６
６
１

10
月
１
日
～
７
日
は
、

「
公
証
週
間
」
で
す
。

問

パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度

の
利
用
証
を
お
持
ち
の
方
は
有
効

期
限
を
御
確
認
の
上
、
更
新
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

○
更
新
受
付
：
有
効
期
限
の
２
か

月
前
か
ら

○
受
付
窓
口
：
お
持
ち
の
利
用
証

を
交
付
さ
れ
た
窓
口

○
受
付
時
間
：
平
日
午
後
１
時
～

４
時
ま
で
（
祝
・
祭
日
除
く
）　

○
申
請
方
法　

郵
送
も
し
く
は
窓

口
で
申
請
（
必
要
書
類
は
以
下

の
と
お
り
）

・
窓
口
申
請　

利
用
証
、
申
請
書
、

手
帳
等
、
印
鑑

・
郵
送
申
請　

申
請
書
、
手
帳
等

の
写
し
、返
信
用
82
円
切
手（
紛

失
・
汚　

損
等
に
よ
り
利
用
証

の
再
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は

１
４
０
円
分
）

県
庁
障
害
福
祉
課
地
域
生
活
支
援
係

☎
０
９
９
―
２
８
６
―
２
７
４
６

Ｆ
Ａ
Ｘ:

０
９
９
―
２
８
６
―
５
５
５
８

E
-m
a
il:s-c

h
iik
i@
p
re
f.

kagoshim
a.lg.jp

鹿
児
島
県
身
障
者
用
駐

車
場
利
用
証
制
度
利
用

証
更
新
の
お
知
ら
せ

問

オータムジャンボ宝くじ
が発売されます
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

７
月
31
日(

木)

に
隔
年
開
催
の
第
15

回
徳
之
島
町
子
ど
も
議
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
内
の
小
中
学
生
が
、
徳
之
島

町
の
現
状
と
未
来
を
考
え
、
よ
り
よ
い

徳
之
島
町
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
と
い
う
こ
と

を
子
ど
も
の
視
点

で
考
え
、
議
会
に

提
案
す
る
と
い
う

活
動
で
す
。

今
回
は
、「
亀
徳

港
周
辺
の
整
備
」

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」

「
ハ
ブ
対
策
」「
土
地
の
有
効
活
用
」「
町
民

体
育
祭
」「
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
」「
学
校
施

設
の
充
実
」「
安
全
な
道
路
」
等
に
つ
い
て

多
様
な
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議

事
場
で
ど
の
学
校
も
堂
々
と
映
像
な
ど
を

使
い
、
分
か
り
や
す
く
発
表
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
、

子
ど
も
た
ち
は
す
ば
ら
し
い
経
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

様々な分野で活躍している町内の
”きばいむん ”を紹介します。

亀
津
南
区
出
身
で
埼
玉
県
久
喜

市
在
住
の
藤
田
和
子
さ
ん
（
当
）

が
、「
彩
の
国
・
埼
玉
り
そ
な
銀
行

第
44
回
埼
玉
文
学
賞
小
説
部
門
正

賞
」
お
よ
び
「
２
０
１
３
年
度
南

日
本
文
学
賞
小
説
文
芸
評
論
部
門
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

藤
田
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
地

元
の
銀
行
に
就
職
。
結
婚
を
機
に
、

よりよい徳之島町に！
～子ども議会～

暑さに負けず学ぶ
～向学塾開講～

夏休み期間「向学塾」を開講し、学力
向上に向け着実に取り組みました。今年
度より２会場（亀津会場：徳和瀬陸上競
技場、生涯学習センター、花徳会場：前
川公民館）に分かれて、行いました。ま
た、７名の先生方を講師として、充実し
た学習活動が展開できました。
前期：平成26年 7月 22日 (火 )～ 7月 31日 (木 )
後期：平成26年 8月 18日 (月 )～ 8月 29日 (金 )

よろしくお願いします！（ 新ALT)

８月より新しいＡＬＴ ( 外国人指導助
手 )として、ダニエル ･ ジョーン ･ ハロー
ズ先生が着任しました。イギリス出身で
音楽が大好きな２６歳の青年です。前任

のトーマス
先生同様ど
うぞよろし
くお願いし
ます。

亀津南区出身　藤田和子さん（旧姓　当）
埼玉文学賞、南日本文学賞を受賞

富
士
見
市
へ
、
28
歳
の
時
久
喜
市

に
転
居
し
ま
し
た
。
執
筆
活
動
が

好
き
で
、
女
性
雑
誌
な
ど
に
投
函

し
た
り
、
文
学
賞
な
ど
に
応
募
。

こ
れ
ま
で
佳
作
な
ど
に
選
ば
れ
、

今
回
が
念
願
の
文
学
賞
の
受
賞
と

な
り
し
た
。

埼
玉
文
学
賞
で
は
、
自
分
が
重

い
病
気
だ
と
勘
違
い
し
た
60
代
女

性
の
心
理
を
描
い
た
「
思
い
込
み
」。

南
日
本
文
学
賞
で
は
徳
之
島
に
帰

郷
し
た
女
性
の
心
模
様
を
描
い
た

「
巣
立
ち
の
家
」
が
そ
れ
そ
れ
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

藤
田
さ
ん
の
作
品
は
徳
之
島
の

風
習
を
題
材
に
し
た
も
の
が
多
く
、

「
地
元
の
自
然
を
う
ま
く
描
い
て
い

る
」
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

南日本文学賞受賞を喜ぶ藤田和子さん

作品は、町立図書館で貸し出しや閲覧
が出来ます。
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表紙写真

夏休みの美農里館カフェでは、帰
省客や家族連れが地元食材を使った
食事を楽しんでいました。

アマミノクロウサギ
奄美大島と徳之島だけ
に分布しており、ウサ
ギの中でもっとも原
始的な種とされていま
す。生息地の破壊や動
物の捕食で生息数が減
少しています。

表紙のイラスト
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アマミノクロウサギは、世界中で奄美大島と徳之島の森だけに生息している、とても希少な動
物です。しかし一方で、毎年多くの個体が交通事故で死亡しているという悲しい現実もあります。
「森のたから」をまもるため、ゆっくり走ってぃたぼれ～！
☆徳之島は奄美大島と比べるとアマミノクロウサギの生息域が
狭く、個体数も少なくなっています。
☆毎年９月～ 12月頃に事故発生数が増加します。
☆地図の要注意区間では、アマミノクロウサギが活動する夜間
は注意し、特に林道では 20km/h 以下の運転をお願いします。

※ケガをしていたり、死んでいるアマミノクロウサギを発見した
ら、ご連絡をお願いします。
《環境省奄美野生生物保護センター☎ 0997―55―8620》

ストップ！！交通事故
10 月はアマミノクロウサギ交通事故防止キャンペーン期間です。

地元の小・中・高校生との合同
演奏，パトカー・白バイの展示等
も行います。
ぜひ，ご家族・ご近所の方へも
声をかけて，皆様でお越し下さい。
（入場無料）

鹿児島県警察音楽隊　来島！！
ふれあいコンサート　IN　徳之島
日本一あんぜんであんしんなまちづくりを目指し
ミュージックパトロール実施中！！

徳之島町
日時：平成 26 年 10 月３日 ( 金 )
　　　19：00 ～ 21：00
場所：徳之島町文化会館

お問合わせ先
徳之島警察署
☎ 83-0110


